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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

 

１ 会議名 平成28年度 第２回 長岡市障害者施策推進協議会 

２ 開催日時 平成29年３月23日（木曜日） 

午後３時30分から午後５時頃まで 

３ 開催場所 アオーレ長岡 東棟４階 大会議室 

４ 出席者名 （委 員）阿部委員   池野委員   加邉委員    

斉木委員   佐々木委員  土田委員 

沼田委員   長谷川和明委員  藤田委員    

本田委員   丸山委員   吉田委員 

 

（事務局）福祉保健部長 

     福祉総務課長ほか関係職員 

福祉課長ほか関係職員 

学校教育課課長補佐 

子ども家庭子ども家庭センター相談係長 

     保育課課長補佐 

     長岡市社会福祉協議会 介護サービス課長 

５ 欠席者名 

（委 員）石川委員  小田島委員   嶋田委員   

髙橋委員  長谷川剛委員  平石委員   

村山委員  横田委員 

６ 議題 （１）長岡市障害者生活実態調査の報告について 

（２）第４期障害者基本計画・障害福祉計画の進捗状況について 

（３）その他 

７ 審議の内容 

発言者 議 事 内 容 

福祉総務課課長補佐 

 

 

皆様、本日は年度末のお忙しいところ、お集まりいただきまして、

誠にありがとうございます。これより平成２８年度第２回長岡市障

害者施策推進協議会を開会いたします。 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は石川委員、小田島委員、嶋田委員、高橋委員、長谷川剛委

員、平石委員、村山委員、横田委員、以上の８名の皆様が都合によ

り欠席でございますのでご報告させていただきます。また商工会議

所の長谷川和明委員が少し遅れて来られるとご連絡をいただいて

おりますので合わせてご報告をさせていただきます。始めに資料の

確認をさせていただきます。事前に皆様のところにお送りしました

資料として 

・次第 

・資料 No.２－１ 

・資料 No.２－２ 

 

また、本日机上に配布させていただきました資料といたしまして

は、 

・資料 No.１ 

・委員名簿 

・配席図 

以上でございます。皆様、お手元にない資料はございませんか。 

それでは早速議題に入りたいと思います。 

ここからの進行は委員長にお願いしたいと思います。よろしくお

願い致します。 

 

みなさん御免下さい。あと１週間で、今年度が終わろうとしてい

ます。お忙しい中でございますけど、第２回障害者施策推進協議会

をさせていただきます。昨年の４月に障害者差別解消法が施行さ

れ、色々進んできて、ある意味で前向きな形ができつつある時に、

昨年の夏、神奈川で驚愕する事件がございました。そのような中で、

この施策を推進していくこととはなんだろうかとつくづく感じる

ものでございます。あってはならない、怒りを覚える事件でござい

ました。 

今日は第２回目でございますし、お聞きしますと、今回、役員任

期が３年間ということで最後になりますけれど、進めていきたいと

思っておりますのでよろしくお願いします。 

それではこれから進めて参ります。本日は最後に皆様からお話を

いただくのと含めまして 17 時には終わりたいと思っておりますの

で合わせてよろしくお願いします。それでは議題１、長岡市障害者

生活実態調査の報告について事務局から説明をお願いしたいと思
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福祉総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

長岡大学 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

います。よろしくお願い致します。 

 

長岡市障害者生活実態調査は昨年９月から１０月にかけて実施

したものでございます。目的は２９年度に策定いたします第５期の

障害者基本計画、障害福祉計画の基礎資料とするものでございま

す。結果の詳細については、後日委員の皆さまに報告書を送らせて

いただきます。本日はその結果の概略について、集計分析業務を委

託しております、長岡大学からご報告いただきます。それではよろ

しくお願い致します。 

 

こんにちは、お手元の資料１に沿って説明したいと思っておりま

すますのでよろしくお願いします。 

 

（資料Ｎｏ１に沿って説明） 

 

ありがとうございました。生活実態調査ということで、長岡大学

の方から身体障害、療育の関係、精神障害、そして障害児の小学校、

中学校、高等学校と非常に細かく、障害別等々も含めて５０００近

い数字を分析していただきました。大変ありがとうございました。 

１０分ぐらい、感想や質問などいただければと思いますが。はい、

お願いします。 

 

大変凄い調査をしていただきありがとうございました。大変な集

計だと思いますし、これがまた計画に反映されていくんだと思いま

す。大変貴重な調査だと思います。ただお聞きして、私の場合は視

覚障害でして、改めてわかったことがあるんですけど、正直言いま

して、この膨大な調査の中から一体何が見えてきたのかなという事

を逆にお聞きしたいなと思っておりました。いま調査をお聞きいた

しますと、対前回調査比でこうなったという、結果的な数字をたく

さん並べていただきましたが、私は例えば障害がない一般の皆さん

の生活実態と比べてどうなのかと、例えば就労の問題、施設入所の

問題など、なかなか単純に比較できないことはたくさんあるかと思

いますけど、それらと比べて障害も持った方の生活がどうなのかと

いうことを比較する必要があるのではないかと思います。あるいは

長岡市が全国と比べて一体どこが進んでいて、どこがまだまだ手つ

かずの状態なのかと、あるいは遅れているのかということを明らか
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にしていかないと、このせっかく貴重な調査が活きていかない、あ

るいは今後の計画に反映されていかないのではないかということ

をいまほどお聞きしながら感じておりました。分析はこれからだと

思いますが、大事なのはその辺じゃないのかという事が１つでござ

います。それから２点目ですが、身体障害、それから知的、精神と

３つの障害に分けていろいろ調べていただきました。私は身体障害

に属しておりますので、ここのところを注目してお聞きしていたの

ですが、精神と知的の皆さんは細かく分かれることはないと思いま

すが、身体の場合は視覚障害、肢体障害、それから聴覚障害といろ

いろあります。全く生活の実態や就労の実態が違うわけなんです

ね。もちろん障害が違いますから、これを身体障害１本とひとくく

りで結果が出るのかなと感じました。就労の問題なんかとしまして

も、肢体障害の方と視覚障害では全く違いますね。もちろん仕事が

できる、できないっていうのもありますけど、これを３障害に分け

て結果が出るのかどうなのかというのを、お聞きしながら感じてお

りました。最後３点目ですけど、差別の問題で、今年から新しく入

ったものだとお聞きして、大変ありがとうございました。この差別

の問題ですが、意外と差別はないんだと、ここだけの数字ではその

ように感じました。これも先ほど申しましたように、全国的に比べ

るとどうなのかということは、これだけではなかなか判断できない

ですね。それと、２月に自治体の職員の皆様、主に都市計画の分野

の皆様の街づくりにあたってですね、障害を持ってる皆さんがいま

どういうことで困っていて、どういう街づくりを望んでいるのかと

いうことを、トモシアで県内の職員の皆様がお集まりの時にお話さ

せていただきました。私の独断と、イメージだけでお話するのも申

し訳ないなと思いまして、せっかく良い機会を与えていただいたも

のですから、いろんなところに呼びかけて、身体障害だけですけど

アンケートを取らせていただきました。意外とまだ差別を感じてい

るという方がいると同時に、新しく４月からスタートした障害者差

別解消法について、まだまだ普及されていないということが１つで

す。それからまずは障害者自身が何をもって差別と思っているの

か、あるいは差別を自覚しているのかということが問題でして、そ

の辺が数字からはなかなか見えてこないなということが私の印象

でした。せっかくの素晴らしい集計でございましたので、これを何

かに活かす方法はないのかなという思いで意見を述べさせていた

だきました。以上です。 
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委員長 

 

 

長岡大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉課長 

 

 

３点ほどご意見ということで、お話されましたけれども、何か事

務局の方、感じることがありましたらひとつお願いします。 

 

はい、障害別のお話がありました。今回は障害別には３種類しか

やりませんでしたが、実際は身体障害者の中でも視覚、聴覚、言語、

肢体不自由、内部という形に分かれております。特に就労で困って

ることなど見ますと、特に困っていないという数字が一番低いのは

視覚障害者の方で 25.9％ぐらいです。本当は困ってるということ

なんですが、そのような数字が出ています。全然困っていないよと

いうのは、逆に内部障害的な人で障害別に見るとそのような結果で

した。今回出し切れなかったということもありますので、詳しい集

計をすれば出てくる形になっております。 

 

委員会でございますので、委員の中でいまのお話を聞いて、何か

感じたことはございませんか。 

はい、どうぞ。 

 

本当にたくさんの資料をありがとうございます。大変だったんだ

ろうなと思います。今回私がとても興味を持ったのは、精神障害者

の手帳の取得が低学年に増えているんですね。そして今まで中学

校、高等部になかった数字がかなり高く出てきています。そして自

分の親の会の会員もすごく精神保健手帳の取得が大変高くなって

るんですね。凄く整合するんだなと今回感じました。精神保健手帳

を取得する時に、発達障害の子どもたちがどの程度、精神保健手帳

を取得しているのかというパーセンテージはわからないものかと

県の会議でもよく言われてるんですけど、なかなか出てこなくて、

もしわかりましたら、長岡市の精神保健手帳の中で発達障害がどの

程度の取得率があるのか知りたいんです。なかなか全国的にもこれ

は出てこないので、もしわかるようでしたらお願いしたいのと、児

童発達のところで、児童発達支援の割合がかなり高くなってるんで

すが、放課後デイサービスが主流になっているのかの確認です。私

からは以上です。 

 

はい、手帳の取得の件につきましては、残念ながらそういう統計

は私どもも持っておりませんのでわかりません。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

学校教育課課長補佐 

 

 

これは実は歴史的な問題がありまして、障害や知的の方はかなり

歴史が古くて、手帳の基準がはっきりしているのですが、精神障害

の場合はどこまで精神障害にいくかっていうのがあって、本人は大

丈夫だと思って申告しないので、家族や周りが全てするわけです。

実際の精神障害の方は人口から言えば何割というレベルでいます

けど、手帳を持っている人はおそらく数パーセントなので、大部分

が持っていないです。持つための基準というのは、診断を受けてか

ら何年か経ってから申請できるんですが、通院している人たちはほ

とんど持っていないです。だからデータがないのが現実でして、精

神障害のデータを取るのは至難のわざです。 

発達障害とかそっちの分野の研究は進んでますので、おおざっぱな

のは出できてますが、精神障害とまとめるとおそらくデータはない

です。 

 

 基準が非常に難しいということですけど、もしデータの中で、出

るものがあって、出すのがかまわないということであれば、これか

ら出していっていただければと思います。よろしいでしょうか。 

 はい、お願いします。 

 

先ほどの報告の中で、就学前や小学校、中学校等の中でいろんな

結果が出てましたけれど、発達障害や精神障害というのは先天的な

ものもあれば後天的というか、小学校の途中で気付くようなことも

あるんではないかと思っているんですね。そうなった時に、小学校

から中学校に上がる時に、そういう方たちの引き継ぎというか、先

生間の連絡のやりとりはあると思うんですけど、そうは言っても入

っちゃうと小学校の先生は中学校に入ってからはよくわからない

状態になっているのではないかと思っています。つまり子どもは成

長していくので、トータルで見てくれる何か仕組みというか制度が

あるのかないのかっていうのが気になります。 

 

トータルとして児童を見てくれる仕組みがあるのかないのかと

いうことですが、何かわかる方いらっしゃいますか。 

 

はい、小学校から中学校への就学の際には、小学校と中学校の先

生方が保護者も含めまして、よく相談をした上で、申し送り事項と
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学校教育課課長補佐 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

いうことで、個々で対応させていただいている状況があります。ま

た、就学前から全員ではないですが、ご本人のすこやかファイルと

言って、どういったサービスを受けてきたかとか、お薬手帳のよう

なイメージで、小さい時からのいろんな情報を１つにまとめたもの

をお持ちの方は、それを利用しながら学校が変わったりするタイミ

ングで情報共有を図っています。 

 

ありがとうございます。それは大人になってからもずっとあるも

のなのか、学校を卒業すると終わりなのかどちらですか？ 

 

教育委員会の方では、小・中の引継ぎはいま言った状況なんです

が、中学校をご卒業されて、高校ですとかさらにその先へはどうい

った状況で引き継がれているのかというのは、いま正確にお答えが

できないです。 

 

すみません、私がお答えします。発達障害の件で、先日県で会議

があったのですが、いま長岡市がやっているすこやかファイルとい

うのは、本来ならば一生涯継続的に持つファイルです。長岡市の場

合は、特別支援学校の高等部に進学された方は全員ファイルを持参

しています。また普通の高校に行かれた方でも、必要であれば作る

ことができます。なお且つ、就労になった場合も、それを持って就

労先とコンタクトを取ることになってます。現在、大学の方は、国

立大学は義務化になりましたので、必ず差別解消法の絡みから合理

的配慮をしなければならないので、学校の支援室が設けられていま

す。そこでもそれを活用することができますし、支援することがで

きます。県としては、特別支援教育の絡みから、平成２９年度は、

普通高校の通級指導教室のモデル授業を検討されています。平成３

０年度からは実施高校ができると思います。モデル高校になるのか

わかりませんけど、２９年度はモデル高校として、国は３０年度か

ら、特別支援教育の通級高校を考えていると思うので、相談支援フ

ァイルは一生涯持つものというのが前提となっています。 

 

たしか、そのすこやかファイルは長岡が発祥と言えばおかしいで

すけど、その方のライフサイクルというか、幼児から始まってずっ

と、生活そのものをトータル的に見てくれるような形で、それを活

かしながらということで、たしか長岡が５，６年前でしょうか。 
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福祉総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長岡のすこやかファイルというのは、県のモデル事業になったも

のなんです。たぶん１０年弱まではいかないと思いますが。 

 

 ということで、すこやかファイルをずっと活かしながらやってい

るということでございます。 

 はい、お願いします。 

 

私は病院で、発達障害を見ているんですが、やはりすこやかファ

イルを持ってる方たちというのは現在は非常に少ないです。特別支

援学校に行かれている方たちはそれをお持ちなんですけど、普通の

県立高校、あるいは通信制の高校に行かれている方たちはなかなか

持っておらず、学校の中で浮いたような存在になって、初めて病院

に来られるというケースが非常に多いんですね。ですので、まだま

だ発達障害のケースというのを把握していくには、乳児健診のとこ

ろから、きちんと漏らさずにやっていかなければ、なかなか正確な

数字は得られないのかなと思いますし、またそのシステム作りは役

所の方で頑張っていただきたいなと思います。 

 

はい、ありがとうございます。今度の第５期の中で、いまの意見

を活かしながら充実していければと思います。良いご意見をいろい

ろありがとうございました。ずっとこのまま進めたいなと思うんで

すけど、次もありますし、最後にまたみなさんのご意見をいただけ

ればと思いますので、それでは次にいきまして、第４期障害者基本

計画・障害者福祉計画の進捗状況について事務局からお願いしま

す。 

 

 それでは、第４期障害者基本計画・障害福祉計画の進捗状況につ

いてご報告させていただきたいと思います。まず私の方から障害者

基本計画部分を、続きまして、福祉課長の方から障害福祉計画部分

を説明させていただきます。事前に配布させていただきました資料

Ｎｏ２－１に沿ってお話させていただきます。なお資料Ｎｏ２－２

には個別の事業の進捗状況を数字等で記載しておりますので、必要

に応じてご参照ください。それでは資料Ｎｏ２－１をご覧くださ

い。 
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社会福祉協議会介護

サービス課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員長 

（資料Ｎｏ２－１に沿って説明） 

 

 それでは、障害福祉計画についてご説明させていただきます。 

 

（資料２－１に沿って説明） 

 

 課題と取組みとその方向性のお話でございました。よろしいでし

ょうか。細かい数字については資料の２－２に載っておりますの

で、そちらに実績、評価というのも出ていますので、また見ていた

だければなと思います。 

 はい、質問どうぞ。 

 

 障害者基本計画の部分なんですけど、その中で、高齢者の福祉送

迎サービスや小地域のネットワークというのがあって、少し活発に

なってきているということなんですけど、これは長岡といっても非

常に広い地域ですので、街と山間部では同じように伸びているもの

なのでしょうか。それとも、まだ差があるということなのでしょう

か。それに対して何か考えがあるのかということを少しお聞きした

いです。 

 

 福祉送迎サービスにつきましては、やはりニーズに対して若干対

応できてない部分が旧長岡市内にもございますし、同様に支所地域

も同じような形になっております。ハートカーの運転手のボランテ

ィアさんを、ボランティア大学であったり、いろんな形で養成はし

ておりますが、まだまだ不足している状況になっております。小地

域ネットワークにつきましては、逆に支所地域の方が場合によって

は活発なところもあったりします。もちろん長岡地域も一生懸命や

ってるところですが、若干地域の差というのはどうしてもあります

が、概ねどの地域を見ても、比較的活発に取り組んでおります。 

 

 ありがとうございました。医師会で在宅医療のネットワーク作り

を進めているところなので、そういったいきさつも大きく関連して

くると思うので、それを是非一歩ずつ進めていただきたいなと思い

ます。 

 

 はい、合併地域も入れまして地区が４１地区で、そこに福祉会、
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福祉コミュニティーというのを作って、今ほどの福祉送迎サービ

ス、あるいはボランティア銀行だとか、その他含めていろいろやっ

ているわけでして、いまのお話を聞いて、社協の方も進めていくと

思います。またその時はよろしくお願いします。 

 では、次に移らせていただいてよろしいでしょうか。質問や言い

足りないことは次のところでお願いしたいと思います。（３）のそ

の他、事務局の方から何かございますでしょうか。 

 では次のプログラムに移っていきたいと思いますが、先ほどお話

いたしました、委員の任期がこの３月３１日で満了ということにな

りますので、皆さんから一言ずつですね、お話をしていただければ

と思っておりますのでよろしくお願いします。感想でも良いです

し、言いたいことでも何でも結構です。 

  

任期の途中で異動になって、病院に移りまして、現場ではなくな

るので感覚がずれるかなと思っていたんですが、こちらでいろいろ

お話を伺って、それをまた病院の方に持ち帰って、診療内科等もあ

りますので、患者さんのご相談とかそういうところで少し情報提供

できたので、継続させていただいてよかったなと思っております。

ありがとうございました。 

 

 発言しそびれるというか、もやもやしながら言えないことがあっ

たんですけど、実態調査の中で精神の方なのですが、就労もできな

い人たちが半分近くいるという実態。家の中に引きこもってという

か、どこにも繋がらないでいる人たちが半数近くいるという実態は

凄く大きいと思います。先ほど手帳の話もありましたけれど、手帳

というのは、実際に仕事に就こうと思った時に必要となる場合があ

ります。そういうときに、知的の手帳を取ろうか、それとも精神の

手帳を取ろうかと迷うということがあるんですけど、それを含め

て、仕事に就こうという意欲を持つ以前の人たちの自立です。彼ら

が自分の意志で自分の人生を生きていこうという気持ちになるた

めの掘り起こしなどが、前提として大事ではないかと思っておりま

す。いろいろなサービスがあっても、前向きに生きていこうという

気持ちが育たない限り、いろいろな問題は解決しないと思っており

ます。相談支援も大事になってきますが、当事者自身の自立への意

欲作りみたいなものを見つけたいなと思って見てましたが、結局見

つからず、そこら辺りを少し考慮していただきたいなと思いながら
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今日は参加させていただきました。ありがとうございました。 

 

 実は２、３年前から、訪問介護、訪問看護、職業訓練等いろんな

相談部門を扱うことになりまして、それまでは病院の管理部門が中

心だったんですけど、おかげでほとんど違和感なく、昔からやって

るような顔して仕事ができるようになりました。大変役に立ってお

ります。ありがとうございました。 

 

 私自身、意見を何も述べられないまま今日まで来てしまったんで

すけど、この会議に参加させていただいたおかげで、行政の方から

多方面に渡ってサポートしていただいて、勉強させていただきまし

た。これからもよろしくお願い致します。ありがとうございました。 

 

私自身２０年前、市役所の方の仕事をしていたんですけど、去年

の４月からいまのところに就きましたものですから、今までとは逆

の立場で様々な活動を行っております。 

特に身体障害者だけではなくて、他の精神であったり、あるいは知

的であったりという部分のお話が聞けて勉強になったと思いまし

た。これからさらに勉強させていただく中で、頑張っていきたいと

思います。今日は本当にありがとうございました。 

 

長くこの会議に出させていただいて、行政から出された施策が、

ひとつひとつ積み重なって実績になってきているなということを

一番感じています。一般就労もそうですし、基幹相談センターもそ

うですし、グループホームの課題も出てきていましたけど、数字化

していくことによって、どこまで達成できているのかが本当によく

わかるようになってきたし、集まることでいろんな意見を集約し、

建物をひとつひとつ作るような形で、前に進んできてるんじゃない

かなといつも関わっていて感じています。ありがとうございまし

た。 

 

 私自身もたくさん勉強させていただき、大変ありがとうございま

した。本来、就労支援ということで役に立たなければならないんだ

ろうなと思いながらも、なかなか思うようにいかなくて申し訳なか

ったです。企業も長岡ですと、中小企業、零細企業が多いものです

から、それぞれいろんな課題を抱えて、人材確保をしているわけで
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すけど、なかなか障害者雇用まで回らないというのが実態じゃない

のかなと思っております。そうは言いながらも、非常に大事な問題

ですので、経営者に働きかけるとか、法的な規制やルールという以

上に、意識の面で働きかけが大事だと思っておりますので、また出

来る限り支援していきたいと思っておりますので、今後ともよろし

くお願いします。 

 

 前期からこの会に関わっているんですけど、仕事の方の兼ね合い

もあって、回数としてはあまり出ていないんですけど、３０年間精

神医療に携わってきて、ここ数年の長岡市の進捗状況が凄いなとい

うのは臨床で見てて感じています。というのは知的の人たちの診療

をしていくわけですけど、グループホームはかなり伸びてきている

し、就労支援型の事業所もたくさん出てきたりということもあっ

て、かなり底が厚くなってきたなという印象を持っています。です

けど、まだまだ現場では私らがご本人やご家族と会ったりすると、

まだわからない、どうしたらいいんだろう、私が死んだらこの子た

ちどうするんだろうと、そういう疑問やお話が出るんですけど、や

はりその心配を払拭するためには、皆様方、市の方のお力を発揮し

ていただき、我々の意見を参考にしていただきながら、これから事

業の方を進捗していただきたいなと思います。以上が私の意見でご

ざいます。よろしくお願いします。 

 

私は前任者の異動により今年度だけ務めさせていただきました。

大変勉強させていただいたと思っております。私どもは柏崎市も含

めた中越全体の自立支援協議会の事務局を担っております。中越で

は、長岡市さんの取り組みと連携させていただきながら、圏域の取

り組みを進めていきたいと思っておりますので、是非今後ともよろ

しくお願い致します。また委員の皆様にも、今後大変お世話になる

と思いますがよろしくお願い致します。 

 

 今月いっぱいで終わりということであっという間でした。みなさ

ん長い間ご苦労様でした。私は今までいろいろな障害者、例えば身

体障害、視覚障害、知的障害等、障害については少しわかっていま

したが、精神障害については今回いろいろお聞きして少しずつわか

ってきました。いままで本当にありがとうございました。 
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 いろいろ振り返っておりますが、この会に出させていただいて、

普段お話できない方とお話させていただいて、良い機会を与えてい

ただいたなと思っております。今日ご報告したいことがありまし

て、こういった会を通じて、横の繋がりがとても強くなったと思っ

ております。直接的なきっかけは、この４月からの障害者差別解消

法ではありましたけれど、今日のこういった会議がきっかけになり

まして、実は明日ですが、全ての身体、知的それから精神のそれぞ

れ障害を持ったみなさんの障害者団体の発足式があります。障害者

団体が発足して一体となって、すべての障害者の悩みをそれぞれ話

し合おう、そして出来ることは自分たちでやろうということでスタ

ートすることになっております。ご報告がてら、これまでの感謝を

申し上げたいと思います。大変ありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。皆さんのご意見が、この会の最後のま

とめになったかなと思いますし、横の繋がりを作りながら、また長

岡の障害福祉を皆さんとともに高めていきたいと思いますし、市民

の皆さんにもお話をし、進めていけたらなと思います。大変３年間

ありがとうございました。では、このマイクを事務局の方にお返し

します。大変ありがとうございました。 

 

皆様、大変ありがとうございました。それでは閉会にあたりまし

て、副市長よりご挨拶を申し上げます。 

 

 皆様、お忙しい中、今日は大変ありがとうございました。各委員

の皆様から、最後に総括的にご挨拶をいただきましたが、この３年

間、我々どもの障害者施策推進協議会ということで、いろんなご意

見をいただきまして、少しずつですが障害者の施策に反映させてい

ただけたかなと思っております。今日いただいたご意見ですが、若

干私の方からもコメントさせていただこうかと思います。生活実態

調査について、先ほど概略のご報告をいただきましたが、ご意見に

もありましたように、その中で長岡市の現状をもう一段深堀りをし

まして、どういった課題があるかということを、また長岡大学にも

ご協力いただきまして、我々行政の方としても、今後の施策に生か

せるデータの整理をしていきたいなと改めて思いました。またこれ

に限らずですが、実態というか、現実の生活の中に不足した問題だ

なということを日頃から改めて心掛けて、具体的な問題点をはっき
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りさせていくところから取り組んでいく必要があるなと思った次

第でございます。それと個別の話では、すこやかファイルでござい

ますが、長岡は先駆的にやってきたという認識ではいたんですが、

お話を聞く限り、ちょっと先行きが寂しい感じというか、いろいろ

問題がありまして、ここは私ども福祉保健部または教育委員会の管

轄ですので、もう一度状況を把握し直した上で、発達障害の方のフ

ォローアップということでは非常に重要なことだと思いますので、

もう一度強化できるように検討していくようにしていきます。それ

から、移動支援というか、交通の面でありますが、地方都市では共

通の課題ですが、これは長岡市全体でも非常に解決策は見出しにく

い問題ではございます。お金さえあれば、バスやタクシーなどの交

通機関を活用して、かなりのことはできるんではございますが、い

ろんな検討を私もしてるのですが、なかなか経費がかかってしまう

という面がありまして、ご利用者さんの負担と公共側の負担、そし

てまた事業者のノウハウの提供というところで、バランスを取りな

がら、ご質問にもありましたように、中山間地域ですとか、特に交

通が厳しくなってるところの移動の手段を、これは障害者の方に限

らずですが検討していきたいと思います。高齢化も進んでおります

し、そこを確保するというのは非常に悩ましい問題でございまし

て、今年度の予算査定の中でも、市長を筆頭にずっと腕組みをして

悩んだテーマでございます。そうはいっても、ひとまず、例えば中

之島地域で地元のタクシー業者さんと共同で、いわゆるデマンドタ

クシーの仕組みをやっていこうということで予算をつけさせても

らっております。そんな中で、各地域ごとに特性がありますので、

それに合わせた交通の仕組み、あるいは移動支援と広い範囲で障害

者の方の移動も含めて続けていきたいと思っております。最後にも

う１点ですが、委員からもご意見がありましたように、地域の中で

引きこもらざるを得ないような、あるいはそういう環境の中で、な

かなか社会的な参加が難しいという方々が、まだ多々いらっしゃる

ということですので、こういった方々の高齢化も含めまして、もう

一度地域単位で、福祉から子育て、あるいは生活支援、そういった

総合的な視野で、それぞれの関係の機関、団体の支援がありますが、

そういった方々を、今度地域単位で、もう一度連携を取るような仕

組み作り、そこにまた行政もどういった形がいいかということで入

りながら、地域福祉の地域版といいますか、障害者施策、あるいは

高齢者福祉もありますが、そういったいわゆる総合的な、それぞれ
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の分野ごとの計画を横串にしたような視点を、来年度に障害者基本

計画と高齢者計画が予定されていますので、その中で、横串の視点

を入れていきたいなと思っております。いろんな課題はあります

が、少しずつ進んでいる部分もありますので、私どももひとつひと

つ、皆様方の意見をいただきながら、これからもしっかりと施策を

進めて参りたいと思っておりますので、ここで協議会としての任期

は終わりますが、また改めてみなさんにお願いしたいと思いますの

で、今後とも福祉施策につきまして、ご協力いただきますようお願

い申し上げまして、簡単ではございますが最後の締めの挨拶とさせ

ていただきます。今後ともどうぞよろしくお願い致します。ありが

とうございました。 

 

本日は長時間に渡りまして、審議をいただき大変ありがとうござ

いました。予定しておりました時間を超過しましたことをお詫び申

し上げたいと思います。それから、お車でお越しの方で、まだ無料

認証がお済みでない方につきましては、事務局の方にお声掛けいた

だきたいと思います。それでは、本日はこれで閉会とさせていただ

きます。皆様、３年間大変ありがとうございました。 

 

 

８ 会議資料   別添のとおり 

 

 


